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保育者志望女子学生 の 幼少期の 遊 び体験

　　　　
一

神戸海星女子学院大学で の 記録か ら
一

心理 こ ど も学科　國家　順子

は じめ に

　本学心理 こ ど も学科 の 学生 と出会 うこ と に な っ て 、 早 くも4年 間が 過 ぎよ

うと して い る 。

前任校 にお ける20数年に及ぶ 授業で は 、 「保育原理 」 をは じめ とす る 理屈 っ

ぽ い 講義 しか 経験 して こ なか っ た筆者が 、配当年次 1年 生 の 選択科 目、 「こ ど

も文化論」 を担 当す る こ と に な っ た 。 さあ大 変で あ る 。 正 直の と こ ろ 不安

い っ ぱい で あ っ た が 、 気持ち を切 り替えて 、 学生 と共 に 楽 しめ る時間 に なれ

ばい い か と考 える こ とに した 。 そ の た め に 、

一
方的 な講義で は な く双 方向性

の 授 業 に な る よ うに と心 が け 、 折 に触 れ て 、 授 業 中 に ミ ニ レ ポ ー トや ア ン

ケ ー トを実施 して きた 。 定期 テ ス トで は 、
レ ポ ー トお よ び製作物の 提 出 も求

め る こ とに した 。

　そ の
一

環 と して 、 毎年度の 受講生 に 「私 が小 さか っ た こ ろ の 遊び」 と題 す

る ア ン ケ
ー トへ の 回答 を求 め て きた 。 そ の 結果、 2004 〜 2006 年 の 春学期 、 秋

学期、計6期分 の 回 答 を得 る こ とが で きた の で 、 そ れ を整理 し 、 考察 して お

きたい
。

1． 目的

　本来 、 幼稚 園は 、 1840年 ドイ ッ の フ レ ーベ ル （1782− 1852）に よ っ て 創 設

され た時か ら 「何 よ りもまず幼児 を遊 ばせ なが ら導 く こ と、 す な わ ち遊戯 で
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指導す る こ と 、 また楽 しませ なが ら幼児の 力を発展 させ る 1）」 こ とを幼児教

育の 根本 と して お り、 明治 9年 （1876）にわ が 国で 幼稚園が 誕生 して か ら も、

こ の 考え方が 、 多少 の 紆余曲折 を経 なが らも継承 され て きた こ とは周知 の 通

りで あ る 。

　そ して 、 近年 、 幼稚園 にお け る 保育内容 を示す 「幼稚 園教育 要領」 が 平成

元年 （1989）に 大きく変 わ り、 そ の 後平成 10年 に改訂 され て か ら も、 幼稚 園

教 育の 基本 と して 遊 び を通 しての 総合的な指導
2 ）が 3本柱 の 1つ と して 大切 に

考 え られなけれ ば な らない と され て い るの で あ る。

　こ の 方針に基づ い て 、 幼児教育 ・保 育の 実践 の 場で 、 真 に遊 びの 楽 しさを

幼 い 子 らに伝 え 、 味 あわせ る こ とが で きる ため に は 、保育者 自身が そ の 楽 し

さを身 を もっ て 味わ い 、 経験 して い る こ とが 求め られ る に 違い ない
。 そ うで

な けれ ば
、 子 ど もの 遊 び を見 る 目や 、 その 遊 び が どの よ うに発展 して い くの

か を見通す力が 十分 に備 わ っ て い る とは い えない だ ろ うか らで あ る 。

「幼児教育は化育 で あ る 。 そ れ に は何 よ りもまず教育者自身が幼 児の よ き環

境 とな り、 さ らに幼 児の 諸能力 を 目覚ま し 、 強化す る教育 的な 環境
3）」 に な

らな けれ ば な らぬ か らで ある 。

　実際 、 「こ れ を楽 しむん だ っ た ら こ ん な遊 びが い い とか 、 こ れ を経験 させ

た い ときに は素材 と して は こ れ よ りこ っ ちの 素材が い い 」 とか の 判 断は 「教

師自身の 体験や 遊 び に 関す る 理解 力
4）」 に よ る と考 えられ て い るの に 、 最近

の 教 師の 中 に こ の 理 解 力が 減少 し て きて い る の で は な い か と危惧 され る よ う

にな っ て きて い る 。

　こ うした意味 か ら 、 本学心理 こ ど も学科 生の 幼少期の 遊 び体験 を認識 して

お くこ とは 、 彼 女 た ちの 保育者と して の 資質の
一

端 を知 る上 で 役 に立つ の で

は な い か と考える 。
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2、 方法

　 「こ ど も文化論」の 授業開始第1日 目の 授 業終 了前の 時間 を使 っ て 当 日の

出席者 を対象 に 、 2004 〜2006 年度 の 春学期 、 秋 学期 、 計6期に わた っ て ア ン

ケ
ー トを実施 した 。 第1回 目の 授業 とい うこ とで 当 ロの 出席状況 は 大 変 よ

か っ た 。

＊　 テ
ー マ ： 「私 が小 さか っ た こ ろ の 遊 び」で 、 自由記述 、複数回答 も可

　2004年度春学期 生 に は、初 め て の 試 み で あ っ た こ と もあ り、 漠然 とした問

い 方で 、 「誰と」「どこ で 」「どんな遊 び」を したか とい う3項目の み で あ っ た。

同年の 秋学期生か らは 、 「小 さか っ た 頃」 を幼児期 と小学校低学年期 と に分

け 、 「何 人位 で 」遊 ん だ か も問 う8項 目に改 め た 。 配布 した形式 は表一 1の 通

りで ある 。

表
一 1 私が小さか っ たこ ろの 遊び

誰　 　と （ ）人位 で ど　 こ　 で どんな遊び

幼　 児　　期

小 学校 低学 年

＊　 調査対象 ：

　　 2004 （春学期） ：44名

　　 2005 （春学期） ：60名

　　 2006 （春学期） ：14名

（秋学期） ：36名

（秋学期） ：36名

（秋学期） ：34名 計 ：224名

3． 結果 と考察

　上 述 の 手続 きを経て 得 られた結果 を整理 した もの が 表
一2か ら表

一5で あ る 。

　川頁次 、 表一 2か らみ て い くこ とにする 。
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表
一 2　誰 と遊 ん だか （遊 び相手）

覇
「04 （春）

’04 （秋）
105

（春） ℃5 （秋）
106

（春）
’06 （秋）

44名
36名 60名 16名 14名 34名

対

象
数

　
　
　
相

手 幼 小 幼 小 幼 小 幼 小 幼 小

友　　 達 46．055 ，692 ．265 ．095 ．068 ．887571 ．4100 ．082 ．4100 ．0

近 所 の 子 25．04L722 。233 ．318 ．431 ．218 ．828 ．614 ．326512 ．0

親 戚 の 子 3，4 636 ．3 5．82 ．9

友達の 家族 1．02 ．8

近所の 大人 3．4

家

　

族

　

以

　

外

母の友人の子 1．7

幼保 の先生 1，7 2．9

知 り合 い 3．4L7

姉 の 友 達 1．7

計 71．098 ．3ll7 ．2lll ．9ll6 ．8106 ．3ll2 ．6100 ．0114 ．3117 ．6Il4 ．9

きょうだ い 2α022 ．2 10．06 ．36 ．321 ．47 ．114 ．78 ．8

家　　 族 3．02 ．7 1．7 637 ．1
家

　
　

族
親 （母 ） 1，0551 ．0 玉2．563 5．8

計 24．030 。41 ．00 ．0lL718 ．818 ．92857 」 2058 ．8

犬 3．0

猫 1．0
そ

　
の

　
他

1　 人　で 2．7

計 4．02 ．71　 0．00 ．0 α00 ．00 ．00 ，0 α00 ．00 ．0

（単位 ％ ）
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表
一 3　何 人位で 遊 ん だか

時　　期 ℃4 （秋） ℃5 （春）
「05（秋）

’06（春）
’06 （秋）

　 　 　 　 　 　対 象

何 人 で
36名 60 16 14 34

1　　　 人 2．8 3．3 一 一 一

2 〜 3 人 44．4 41．7 625 42。9 235

4 人 ま で ll．1 11．7 62 7．1 26．4

4 〜 5 人 16．7 20つ 125 7．1 2、9

幼
　

　
　

児
　

　
　

期

5 〜 10 人 22．3 23．4 25．0 50』 324

10 人 以 上 ll．1 6．7 一 一 5．8

い ろ い ろ
冖 一 一 一 5．8

た く さ ん
一 『 一 14．3 一

わ か らな い 2．8 一 一 一 2．9

計 111．2 106．8 1062 121．4 99．7

1　 　 人 2．8 lJ 6．3 一 一

2 〜 3 人 16．7 23．3 31．2 7．1 20，6

4 人 ま で 16．7 一 312 14．3 11．8

4 〜 5 人 13．9 36．7 12．5 35。7 11．8

5 〜 10 人 44，4 28．5 12．5 14．3 26．4

小

学

校

低

学

年

10 人 以 上 5．6 20」 6．3 7．1 14．7

い ろ い ろ 2．8 一 一 一 ＆7

た く さ ん
一 一 一 214 5．8

わ か らな い 2．8 L7 皿 7．1 一

計 105．7 112，0 100つ 107コ 99．8

（単位　％）
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表 一 4　 ど こ で遊 ん だか （場所）
1
〔M（春）

’04（秋）
’05（春）

’05 （秋）
’06 （春 ）

「06（秋 ）

場　 　所 36人 60人 16人 14人 34人
44人

幼 小 幼 小 幼 小 幼 小 幼 小

公 　 　　 　　園 72．73334L746 ．743 ．350 ．050 ．028 ．642950 ．050 ．0

園 （校 ） 庭 1145 ．650 ．05 ，046 ．7 31，2 57．0 55．9

砂　　　　場 9．1 10の 7．1
マ ンション の 広場 63

神 社 （寺 ） 6，8

人
工

的

空

間

街 L7
駐 （車 ）輪 場 45

児　　童 　　館 2．3
プ　　ー　　 ル 1．7

計 106．838 ．991 ．763 ，49L756 ．381 ．235 ．7100 ．050 ．0105．9

川 205

畑 ・田 ん ぼ 18．25 ，62 ．8

山　 （　森　 ） 1142 ．8 29

屋

　
　
　
　
　
　
　
　

外

自

然

空

間

広 場 ・空 き地 6．82 ．8ll ．1 7，17 ．12 ．9

海 45

秘 密 基 地 1．7 62

計 6L411 ．213 ．9 一 1，7 一 6．2717 ．1　 2．92 ．9

家 の 前 の 道 ll．422 ．22 ．8 11．71256 ．2
IIl7

．632 ．3
近　 　 　 　 所 2．82 】．7 2L4

通　　学　　路 4．5

外 2．8835 ．011 ．76 ．36 ．27 ．17 ．1F　 2．959
そ

の

他

ど　 こ　 で 　 も 7」

階 　　 　 　 段 2，8
色々連れて行ってもらって 1．7

計 15．927 ．813 ．928 ，423418 ，812414228 ．520538 ．2

合　　　　　計 且84，177 ．9119591 ．8116 ．875 ．199 ，857 ，0135．6734147 ，0

自　 分　 の 　 家 13．636 」 30．640 ．030 ，012 ．531 ．257 ，121 ．432 ．326 ，4

友 　 達　 の 　 家 2．82 ．813411 ．718 ．825 ρ 8、8
幼 稚 園 ・保 育 所 36．1 25，0 37．5 42．8 38，2

屋

　
　

内

教 　 　 　 　 　 室 6．2

体 　　 育　 　 館 29

学 童 保 育 所 34

喫　　 茶　　 店 1．7

合 　　　　 　計 13．675 ．033 ．478 ．446 ．868 ．862 ．499921 ．473 ．435 ．2

総　　　　　計 197．7152 ．9152 ．9170．2 茎63．6143 ．9162 ．21569157 ，0146 ．8182 ．2

（単位 ％ ）
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表
一5 小 さか っ た こ ろ の 遊び （種類）

’

04（春〉
’
04（秋 ）

’
05（春〉

’
05 （秋）

’

06 （春）
’

06 （秋）
　 　 　 対 象

種 類
36人 60人 16人 14人 34人

44人
幼 小 幼 小 幼 小 幼 小 幼 小

ブ　ラ　 ン　 コ 18．2 13．910 ．010 ．0 18．7 21．48 ．8Il ．8

自　 転　 車 13．6 5．6 5．0 8．82 ．9

ドツジボール（ボ
ー

ル） 13．62 ．811 ，11 ．71336 ．218 ．7 7．1 147
一

　 輪　 車 11．42 ．813 ．9 6．7 6．2 14．2 26．5

縄　 跳 　 び 114 13．910 ．013 ．36 ．2 21．42 ，926 ，5

公 園 の 遊 具 で 9．013 ．98 ．35 ，06 ．762 7．114 ．2 8，7
ゴ　 ム 　 と　 び 9，0 5．6 1．7

フ ラ フ ー プ 6．8 23 L7
バ ド ミ ン トン 45 2．8

卓 　　 　　 球 2．3 5．8

道

　
具

　
使

　
用

竹　 　　 　 馬 2．3 7ユ 2．9
ア ス レ チ ッ ク 2．3

鉄　　　　棒 2．3 2．85 ．0 7．1 5．8

サ　 ッ 　カ　 ー 2。3 L7 2．9

健

　

　
　
　

　
　
　

康

バ ス ケ ッ ト 2．3 1．7
ロ ーラース ケート 2．3 2．81 ．73 ．3 2，98 ．7

凧　　揚　　げ 2．3

吊　　り　　輪 5，6 3，3 7．1 2．9

タ イ ヤ 跳 び 2．8

滑　　り　 台 2．85 ．05 ，06 ．26 ．2 14．22 ．9

ジヤ ン グ ル ジ ム 3．33 ，36 ．2 2．9

計 ll5．919 ．594 ．741 。775 。031 ．049 ．814299 ．632 ．1117 ．2

走　り　回　る 6，8

泳　　　　 ぎ 4．5

山　　登　　り 2．3
道

具

な

し

散　　　　歩 1．7

け　　ん　　ぱ 45

体　 　　 　操 2．9

計 18．1 一 ｝ 1．7 一 一 一 一 一 冖 2．9

草　花　摘　 み 2052 ．82 ．8 7．1

虫　　 取　　 り 13，6 7。12 ，9

魚 とり （釣 り〉 11．4

探　　　　　検 IL42 ．8 3．3 2．92 ．9
環

　

境
雪　　 遊 　　 び 6．82 ．8

ザ リ ガ ニ 取 り 4，5

泥 （砂 ）遊 び 6．830 ．6Z830 ．05 ．03L2 35．67 ．144 ．12 ．9

ホ タ ル 観 賞 2．3

（中一位 ％ ）
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表
一5 小 さか っ た こ ろ の 遊 び （種類）

004

（春）
’

04 （秋 ）
’

05 （春）
’
05 （秋）

’ 06 （春）
’ 06 （秋）

　 　 　 　 　 対 象

種 類
36人 60人 16人 14人 34人

44人
幼 小 幼 小 幼 小 幼 小 幼 小

蟻　 じ　 ご　 く 2．3

柿　 　 取 　 　 り 2．3

水　　遊 　　び 8．4 7」 2，9
ど ん ぐ り拾 い 2．8
木　 　 登　　 り 3．36 ．7 6．2 7．15 ．811 ．8

環

　

境
公 園 め ぐ り 1．7

ぶ 　 ら　 ぶ　 ら L7
ト ン ネ ル 作 り 1．7
落 と し 穴 作 り 1．7

計 8L9502i640 ．015 ．13126 ．249 ．821 ．358 ，617 ．6
鬼　 ご　 っ 　 こ 59．127 ．844418 ，348 ．312556 ．3 78．6 85．3
ま　 ま　 ご　 と 29．561 ．1 46．710 ．043 ．712564 ．37 ．167 ．611 ．8
か く れ ん ぼ 25．05 ，68311 ．718 ．36 ．2125 2L48 ．829 ．4

靴　 飛 　 ば 　 し 13．6 2．9

秘 密 基 地 つ くり 9．12 ，8 2．95 ，8
リ　　 レ　　

ー 45

（幼稚園）学校ごっ こ 45 1．7

花 い ち もん め 45 2．8L7 2．95 ．8
だるまさんが転んだ 232 ．85 ．61 ，7 5．8
ピア ノ教 室ご っ こ 23

カ ー ド 交 換 2．3

宝 　　 探　　 し 2．3
ベ 　　ッ 　 タ　 ン 2，3

人

　
　
間

　

　
関

　
　
係

ジャ ンケ ン（グリコ ） 2．8 2．9
ト　 ラ　 ン 　 プ 2．8 1．7 7．1

警　　 　　 　泥 19．41 ．710 ．0 6．2 14．2 23，5
キ ッ ク ベ ー

ス 2．8
かごめ （鍋底抜け） 2．83 ，3 7．1
〜　 ご　 っ 　 こ 8310 ．011 ，73LO6 ．27 。1 20．45 ，8
駆 　 け　 っ 　 こ 3．38 ．3
ハ ン カ チ 落 とし 1．7

イ ス 取 りゲ
ー

ム L7
オ セ ロ （双 六 ） 1．7 6．2

（TV ）ゲ ー ム 8．3 18．7 2．9
長　　 な　　 わ 3．3

缶　　 け　　 り 1．7

親 た ち の 邪 魔 1，7

計 161．3105 ．794 ．4105 ．2123．393 ，4ll8．6785128 ．4102 ．6181 ．9

（単位 ％ ）
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表
一5 小 さ か っ た こ ろ の 遊び （種類）

，

04（創
’

04 （秋 ）
’05（春）

’ 05（秋）
’
06（春）

’

06 （秋）
　　　　　　対 象

種 類
36入 60人 16人 14人 34人

44人
幼 小 幼 小 幼 小 幼 小 幼 小

絵　 　 　 　 　本 2．8 2，92 ．9

お し ゃ べ 　り 2．8 6．2 29

ビ デ オ 鑑 賞 1．7 2．9言
　
　
葉

か　　 る　　 た 1，7

読　 　 　　 　書 L7

な　 ぞ　 な　 ぞ 6．2

計
一 2．82 ，83 ．4L7 一 12．4 一 一 5．85 ．8

シルバニアファミ1」
一
（人形〉 6，813 ．91U23 ．31L76 ．225 ．07 ．17 ．1lL8lL8

落　　書　　 き 4．52 ．8

編　 　み　 　物 2．3

ド ミ ノ 倒　し 2．3

積み 木（ブ ロ ッ ク） 5．6 5．01 ．7 7．1

折　 　 り　 　 紙 5．62 ．85 ，0 6．2

（ピアノ）オル ガン弾き 2．81 ．7 62

表

　

　
　
　

現

お　絵　か 　 き 11．76 ．7 7」

ぬ 　　 り　　 え 5．01 ．7

粘　 　　 　　土 L7L7 7．1 2．9

踊　　 　　　 り 1．7 62

お 菓 子 作 り 1．7 6。2

し ゃ ぼ ん 玉

そ の 他 （お もち ゃ） 8．7

計 159279 　 16755 ．125 ．224 ．83L228 ．414 ．223 ．41L8

（単位 　％）

（1）誰 と遊 ん だ か （遊び相手 ）

　調査対象 とな っ た学生 は 1985年以 降 に生 ま れ た 者 た ちで あ る 。 「子 ど も 白

書　20065）」 に よ っ て 1950−2005 年 の 日本 の 合計特殊出生 率の 推移 を見る と 、

1966年 ヒ ノ エ ウマ の 年の 15代の そ れ を 除い て 、 1973 年以 降2．0を割 る よ うに

な り、 以降 、 少 子化 の 傾 向が 続い て い る 。 そ して 、 1986年度厚生省 （当時）

調査で は
、 当該年度の きょ うだ い 数は平均 1．7人 とい うこ と で あ る 。

　そ う した社 会的背景 を考慮 に入 れ て表
一2をみ て み よ う。

　遊 び相手 を家 族 と家族 以外 とで比 べ る と 、 幼児期か ら親や きょ うだ い との
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遊び よ りも、 家族以外 の 人 との 遊 び が圧倒的に多い こ とが わか る。 どの 年度

にお い て も、 園その 他で 出会 っ た友 だ ちが遊 び相手に な っ て い る とい うこ と

で あ る 。

　NHK 放送世論調査所 が 昭和54
，

55年 （1979 ，
1980 ）の 2 回 にわ た っ て

「幼 児 の 生 活 とテ レ ビ6）」 に関す る 調査 を首都圏 、 大阪 、 秋 田 で 生 後4ヶ 月 か

ら小 学校 入 学前 の 6歳 まで の 幼児 に つ い て 実施 した 結果で も、 既 に 2 ・3歳 か

ら親 、 きょ うだい との 遊 びが急激 に 減 っ て い る こ とが報告 されて い る こ とは

興味深 い もの があ る 。

　就 学前 の 子 ど もた ちが遊 び仲間 に 出会うた め に は 、 今 日で は 集 団保育に 参

加 す る こ とが不可 欠 に な っ て い る よ うで あ る 。

　 ま た 、 小 学校 低学年期 に なる と 、 お けい こ ご とや 塾 に費や す 時間が 増 えて

くる こ と も手伝 っ て 、 放課後 、 近所の 子 や きょ うだい との 遊 びが さらに 減 る

傾向 にあ るこ とが わ か る 。

（2）何人位 で遊ん だか （仲間の 数 ）

　2004年春学期 生 に は まだ こ の 設 問 を して い なか っ た こ とは先 に 述べ た 通 り

で あ る 。 同 年秋 学期以降 、 自由記 述 の 形で さ ま ざま な 回答 が 寄せ られ た が 、

そ れ らを適当 に グ ル ー プ分 け して 集計 した もの が表
一 3で あ る 。

　サ ン プ ル 数が均等 で ない ため 、 十分 信頼 で きる比 較に は な らない が 、幼児

期 で は 2〜3人 とい う回答が多い 中で 、 2006年度で は 5〜 10人の 方が 多くな っ

て い る 。 こ れ は 、子 ど も同士 の 自然 に生 ま れ た仲 間 とい うよ りも園の 保育の

場 で 意 図的につ くられ たグ ル ー プの 形 を想起 した結果か と考 える 。

　とい うの は 、 「幼児心理 学7）」 に よ る と 「4才頃 に は3人位 で 一 緒 に遊べ る よ

うに なる 。 5才代 に な る と さ らに 相手 の 数 は増 え る 。 そ して 、 成 人が うま く

指導 しさ えすれ ば、 10人 以上 で もル ー ル を守 る 遊 び や ゲ
ー ム が 楽 しめ る よ う

に な る 。 」 とされ て い る か らで ある 。
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　小 学校低学年期 につ い て は 、 2004年秋学期で は5〜 10人、 2005年春学期で

は4〜 10人の と こ ろ に集 ま っ て お り、 秋学期で は2〜4人 と 、 そ の 他 の 年度 と

は 少 し異 な っ た形を示 して い る 。 2006 年春学期 で は4〜 10人 、 た くさん で と

い う回答が多く 、 秋学期で は2 〜 3人の 小 グ ル ー プ と5〜 10人の グル ー プ と に

わかれて い る 。

　他の 項目に比 べ る と、 こ の 項 目へ の 複数回答は 少 なか っ た 。

（3）どこ で遊ん だ か （遊び場）

　表
一 4の よ うに 、 まず遊 ん だ 場所 を屋外 と屋 内 に 分 け 、 屋外 を人工 的空 間

と 自然i空 間 とそ の 他 に分 けて み た 。 屋外 と屋 内の 割合 を見 る と 、 2006年春 、

秋学期の 幼児期の 外は屋外の 方が多く、 小 学校低学年期 に な る とそ の 割合は

さ ら に増 えて い る 。 と りわ け 、 幼児期の 遊 び場 で は 、 人工 的空間で ある公 園

が首位 を占め て い る 。

　土地 をめ ぐる 社会の 変化 に伴 っ て 、 子 ど もの 遊 び場 がお となた ちが 意図的

に用意 した公 園へ と集約 さ れ て い っ た た め で あ ろ う。 「か つ て の よ うに 、

広 っ ぱ 、 原 っ ぱ は期待で きない か ら、 そ の 機 能 を公 園 とい う形で 町の あち こ

ちに つ くらねば 8）」 な らな くな っ た の で あ る
。 小学校低学年期 に な る と 、

こ

れ に校庭 が加 わ っ て い る 。

　屋 外で も、 自然空 間 に お け る遊 び場 は 年度 が進 む に つ れ て 、 遊び場の 種類

も、 回答数 も
一

層減少 して い く傾向にある よ うで ある 。

　屋外の 「そ の 他」の 遊 び場 と して は 、 家人か ら も子 ど もか ら も、 お 互 い に

呼べ ば応え られ る距離 に あ る 「家の 前の 道」 と 「近所」 を挙 げた 者が 多い
。

こ の よ うな遊 び場 は 、 民俗 学者 の柳 田国男 に よ っ て 「軒遊 び」 と し て 乳幼児

期 か ら小学校期の 間に設 定 され て い る とい う。

　 「幼稚園児 ぐらい に な る と 、 家の な かで お もち ゃ と遊ぶ だけで は 少 々 もの

足 りない
。 そ うか とい っ て 、 お もて へ 飛 び 出 して ひ と りで 遊 ぶ の もち ょ っ と
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不安だ 。 保護者 が い ない と完全 に ひ と りで は 遊べ ない
。 そ こ で 、 内で もない

し外 で もな い とい う軒端で 遊 ぶ
。 柳 田 国男 は それ を 『軒遊 び』 と名づ けた 。

『内遊 び』 と 『外遊 び 』 の 中間」 9）を意味す る 遊 び場 だ とい っ て い る 。 子 ど

もの 心 の 育 ちに 寄 り添 っ た、 なん と微妙で 含蓄の あ る遊 び の 分類の 仕方 か と

思 う。

　他 方 、 「屋内」で は、 「自分の 家」 と 「友だちの 家」が大部分 を占め て い る 。

こ の 状況は 、 神奈 川県 内の 小 学2
，
4

，
6年生 を対象 とす る 「子 ど もの 遊 び に

関す る調査結果 報告書 10）」 にお い て 、 放 課後や 休 日に よ く遊 ぶ 場所 と して

「自分 の 家」 と 「友だ ちの 家」 とい う回答が 2年生 ：46．5％ 、 4年生 ：50％ 、 6

年生 ：5Ll ％ と学年が 進 む に つ れ て 高 い 数値 を表 して い る こ と と考え合 わせ

る と興味深い こ とで ある 。

　そ の 一 方 で 、 幼児期の 遊 び 場 と して 「幼稚園」 を挙 げて い る 者 も多い
。 今

を去 る十数年前 、 今回 ア ン ケ ー トの 対象 とな っ た学生 た ちが まだ幼児で あ っ

た頃に は 、 今 日ほ ど幼 い 子 ど もた ちが事件や犯 罪に 巻 き込 まれ る こ とも少な

か っ たで あろ うが 、 こ れ か らの 幼稚 園や保育所は 子 ど もた ち に と っ て 安全 で

安心 な遊 び場 と して 、 ます ます そ の 重 要性 が高 ま っ て い くの で は なか ろ うか 。

同様の こ と が廣瀬聡 弥
ID

に よ っ て もい わ れて い る 。

（4）どん な遊び を したか （遊び の種類）

　遊 び の 分 類の 仕方 に つ い て は 、 多くの 研究者 に よ る もの が知 られて い る 。

　た とえば 、 ピァ ジ ェ は 、子 ど もの 知的な発達 に即 して 機 能的遊 びか ら象徴

的遊 び へ
、

バ ー
テ ン は 、 社会的発達 とい う見地 か ら、 と りとめ の ない 行動か

ら協 同遊 び まで を6段 階 に 分 けて い る 。 また 、 わ が国の 研究者、 山下俊郎 に

よ る感覚遊 び 、 運動 遊 び 、 模 倣 な い し想像遊 び 、 受容遊 び 、 構成 遊び とい う

分 け方 もよ く知 られ て い る と こ ろで ある 。

　本報告で は 、 試 み に 、 現行 の 「幼稚 園教 育要領」の 保育 内容の 考 え方 に用 い
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られ てい る「領域」の 観点か ら考えて み た い
。 こ こ に 用意 され て い る 「領域」は

5つ で あ り、 次の よ うに編成 され て い る 。

＊

＊

＊

＊

＊

心 身の健康 に 関する領域　「健康」

人 との か か わ りに 関す る領域　「人間関係」

身近 な環境 との か か わ りに関す る領域　「環境」

言葉の 獲得に 関す る領域　「言葉」

感性 と表現 に 関する 領域　「表現」

　こ れ ら5つ の 領域 に即 して 遊 びの 種類 を整理 し た結果 が表
一 5で ある 。

文部 科学省 が念 を押 して い る よ うに 、 領域 は 「相互 に関連 を もち」「総合 的に

指導 され る もの
12）」で あ る た め 、

こ れ は 「健康」に の み か か わ る遊 び 、 こ れ は

「人間関係」な どと明確に区分 し得る もの で は ない が 、 試み に整理 して み た も

の で ある 。

　 まず、表
一 5の 「健 康」か らみ る こ とに す る 。

道具 を使 っ て の 身体運動遊 びの 種類 と して は 、 2004 年春 学期が 17種類 と もっ

と もバ ラ エ テ ィ
ー

に 富 ん で い る 。 幼児期 と小学校低学年期 に分 けて 問 うた

2004年秋学期以降で み る と 、 2005年秋学期以外 で は 、 幼児期 よ りも小学校期

に種類が増 えて い る 。 個 別 の 遊 具名を挙げず に 「公 園の 遊具で 」と した 回答

の 中に は 、当然、 ブ ラ ン コ
、 滑 り台が含 まれ て い るで あろ うこ とを考 える と、

幼児期 に好 まれ る屋外遊 具 の 上 位 に ブ ラ ン コ が挙げ られ る とい っ て よ い だ ろ

うQ

　 ブ ラ ン コ は、 既 に16世紀中期 （1560）に製作 された とい うブ リ ュ
ー ゲ ル の

「子供の 遊戯」に描 か れて い る 91種類の 絵の 中に も見 る こ との で きる もの で 、

滑 り台 、 砂場 と合わせ て 「公 園遊具 の 三 種の 神器 と言わ れ 、 公 園 に は な くて

は な らない もの で あ る 13）」

　 幼児期 に は ほ とん ど遊 ば れず 、 小 学校 低学年 に な る と好 まれ る遊 び に
一 輪

車 、
ロ ー

ラ
ー

ス ケ
ー ト、 吊 り輪 などが み られ るの は 、 流行や技術的な巧緻性

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 101一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

が 求め られる 遊 び で あ っ た り、 身長の 伸び や 運動機能の発 達が 求 め られ る た

め で あ ろ うか 。
こ の 領域 に か か わ る 遊 びで は 、 道具 を使 っ て の 遊 びの 方が 圧

倒 的 に 多い こ とが分か る 。
こ の 種の 遊 び を道 具を使わずに 楽 しむため に は 、

何 とい っ て も仲間の 存在が必要 にな っ て こ よ う。

　次 に 、 「環境」に か か わ る遊 び につ い て み よ う。

　筆者は 、 本学学生 の 通学区域を詳細 に知 り得る 立場 には ない が 、 西 は 三 木 、

加古川 、 明石方面 か ら東は 箕面 、 川西方面 か らも通学 して い る学生 が い る こ

とを考 える と 、 その 幼少期 を山 、 川 、 海 、 田園地帯 と比較的自然 に恵まれ た

環境で 過 した者 も多い の で は な い だ ろ うか 。 そ して 、 ま だ行動範 囲が 限 られ

て い る幼少期の 遊 び は 、 子 ど もが育 て られて い る そ の 地域 と密接に結びつ い

て い る とい える だ ろ う。

　こ の 領域に お い て も、 2004年春学期の 遊 びの 種類が最 も多い 。 これ は
一

つ

に は 、 幼児期 と小 学校低学年期 を分 けて 問わ なか っ た ため に 、 両期 を合わせ

て 想起 、 回答 したせ い で あるの か も しれ ない
。

　年を追 う毎に遊 び の 種類が 減 っ て い る中で 、 「泥 （砂）遊 び」は 子 ど もに好

まれ る 遊 び で あ り続 け て い る こ と、特 に、幼児期 に好まれ る遊 びで あ る こ と

が は っ き りして い る 。 2005年春学期生の 幼児期の トン ネル 作 り、 落 と し穴作

りもこ こ に含め て もよ か っ たか も しれ ない
。

　公 園や 園庭 に は砂場が つ きもの で あ る が 、 仙 田 満 に よ る と 、 そ の 始 ま りは 、

「そ もそ も今 か ら 100年 ほ ど前 の 1885年 、 ア メ リカ の マ サ チ ュ
ーセ ッ ツ 州バ ー

メ ン タ ー街の 礼拝 堂の 敷地内 に砂場 をつ くっ た と こ ろ 、礼拝 に 出席 した 多 く

の 子 どもた ちが あそ び 、 そ れ が 一 般 に 児童公 園の 始 ま りと な っ た」とい う。

さ らに 彼 は 、 「砂 場 は どん な遊具 よ りも優れ て」お り、 「子 ど もたちの 自由な

発想 を呼 び覚ま し 、

一 人で も集 団で も14）」遊べ
、 創造力 を刺激す る遊 び 場だ

とい っ て い る
。

　環境 に か か わ る遊 び は 、 小 学校低 学年期 よ りも早 い 時期 の 幼児期 に こ そ大
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い に 楽 しまれ る遊 びで ある こ とが表か ら読み 取 れ る 。 フ レーベ ル の 云 うとお

り、 遊 び は 、 子 ど もに よ る 「環境の 観察 、 外界の 自主 的受容、 自主 的 な生命

表現、 したが っ て 自主的な没頭
15）」の 姿だ か らで ある 。

　続い て 「人間関係」にか か わ る遊 び を み る と、 「鬼 ご っ こ 」「ままご と」 「か

くれ ん ぼ 」が上位 3位 を 占め て い る 。 「警泥」もか くれ ん ぼ と同種の 遊び で あ

る こ とを考える と 、 前述の 3種類の 遊 び が 、 仲間遊 び の 代表で ある とい っ て

よい だろ う。 先の ブ リ ュ
ー ゲル の 絵 に も 、 目隠 し鬼 ご っ こ が描 かれ て い る 。

「こ の 遊 び はす で に古代 ギ リ シ ャ 時代か ら16）」知 られ て い る人気 の あ る遊 び

の 一 つ とされ て い る 。

　幼児期 よ りも小 学校低学年期 に「鬼 ご っ こ 」「か くれ ん ぼ」 を挙げて い る割

合 が 高い 。 仙 田満が 名古屋市 内の 小 学生 に鬼 ご っ こ の 面 白 さ につ い て 自身の

研 究室で 尋ね た とこ ろ 、 「捕 まえた り、 逃 げた り、 助 けた りする の が お も し

ろ い
。 走 り回 っ て ス ッ キ リ とす る 。 好 きな時 に好 きな友だ ち とで きる 。 ス リ

ル が好 き17）」な どの 答 えが代 表的 な もの で あ っ た とい うか ら 、 こ の 種の 遊 び

は 、 体力 がつ い て きて 、 運動量が増 し 、 仲間関係が拡が る学童期 に適 した遊

びで あ るこ とが理 解で きる 。

　 こ れ に 反 して 「ま ま ご と」は 、 幼児期に大 い に楽 しまれ 、 学童期に は こ れ を

卒業 して 、そ の 他 の 遊 び へ と変わ っ て い くら しい こ とが分 か る 。

　 ち ょ っ と した 小 道具 を要す る こ の 種 の 遊 び もあ るが 、多 くは 、仲 間が揃 い

さ えすれ ば 、 ア イ デ ィ ア を出 し合 っ て 手軽 に始 め られ る こ とが 、
こ の 領域の

遊 びの 強み で あ ろ う。 そん な中で 、 回答数 は多くない もの の 、 わ らべ うた遊

びの 「花い ち もん め」 「だ る ま さ んが転ん だ」「か ごめ 」「なべ なべ 底抜け」な ど

が楽 しまれ て い るの は 嬉 しい こ とで ある 。 将来 、 保育の 場で 、
こ の 種 の 遊 び

が次世代 の 子 ど もた ち に伝え られ て い くだ ろ うと期待 で きる か らで あ る 。

　 続 い て 、 「言葉」に かか わ る遊 び に つ い て み る 。

　 直接 「言葉」に か か わ る遊 び と して 、 表面 的 、 形式的 に考 える と種類 も回答
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数 も非常 に僅 か な もの と して しか拾え ない
。 しか し 、 先 に 考察 して きた さま

ざまな遊 び を 、 子 ど もた ちが 無言 で 展開す る とは 考 え られ ない
。 十分 コ ミ ュ

ニ ケ
ー シ ョ ン を と り、 言葉を交わ しな が らで しか遊 び を楽 しみ 、 継続 し発展

す る こ とが で きない か らで ある 。 特 に 、 「人 間関係」に か か わ る遊 び にお い て

は 、大い に 言葉が行 き交い
、 きま りご とが生 まれ 、 新 しい 言葉 を身に つ けて

い っ た に相 違 ない 。 しか し 、 言葉 は あ ま りに も自然 に 、 意識 さ れ る こ と な く

発せ られ るの で 、 と りた て て カ ウ ン トされなか っ たの で あろ う。

　そ う考 えた上 で な お 、 子 ど も期 とい うの は 、全 身を使 っ て の 遊 び を通 して 、

種々 の 直接体験 を積 み 、 五 感 を研 ぎ澄 ませ て 、 身近 な人 、 物 、 自然 の 環境 に

触れ 、 こ の 世界か らの 印象を身体 に刻 み込 んで い くに ふ さわ しい 時間で あ り、

大人 の 介在が あ る場合 は別 と して 、 文字や 映像 を通 じて 間接 的 な経験 を重 ね

て い くに は 、
い ま少 しの 時間 を必要 と して い るの だ とい える だろ う。

　最後 に 、 「表現 」にか か わ る遊 び に つ い て み て お こ う。

　第
一

段 目の シ ル バ ニ ア フ ァ ミ リ
ー 8）とい うの は 、 1985年3月20日に エ ポ ッ

ク 社 か ら発売 された ドー ル ・ハ ウス で ある 。 ままご との よ うに 、 子 ど も自身

が 家族構成 員 の 1人 と して そ の 役 割 を演 じて 楽 し む とい うの で は な く、 ド
ー

ル ・ハ ウ ス を舞台 に 、 4 〜7人 （？）の 動物 た ち を主人公 と して 役割 に ふ さわ

し く行 動 させ て 楽 しむ もの で 、 子 ど も自身は
、 ち ょ うど芝居の 演出家の よ う

な立場 で 想像力を働かせ て 楽 しむの で あ る。

　人 形遊 び はすべ て の 年度の 幼児期 、 小学校低学年期 にお い て 楽 しまれ て い

る こ とが 分か る 。 「人 形 遊 び は ど ん な 時代 で も女 の 子の も っ と も 自然 で か つ

好 きな」遊 び で 、 「すで に ギ リ シ ャ の 浮彫 に 、 人形 と人形箱 を手 にす る少女の

描写 がみ られ る 19）」 とい う。

　こ の 領域 に み られ る その 他 の 遊 び は か な り分 散 した もの とな っ て い る 。
こ

の こ とか ら 、 「表現」にかか わる遊 び に は、 個 々 の 子 ど もの 個性 や得意 が 反 映

され や す い の で は な い か と考 える 。 大 き な共通性 は み られ ない もの の
、 「お

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一 104 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

絵 描 き」「ぬ り絵」「粘土 」「落書 き」を ひ とつ の 範疇 に ま とめ る と 、 「表現」遊 び

の 中で は 、 絵画的表現 に属する遊 びの 占め る割合が高い とい える。

　仙 田満は 、 小 さ な子 ど もは 「描い て み た い か ら描 く」の で あ っ て 、描か れ た

もの は 美 し くは ない が 、 た くま し く元気な絵で ある とい い 、 「創造 力」と 「描

写力」が大切 で あ る と して 、 「描写力は 後か ら学ぶ こ とが で きるが 、 自由な創

造力は学べ る もの 」で は な く、 こ の 「創造力 は子 ど もた ちの 自由な遊 び を通 し

て は ぐくまれ る20）」とい っ て い る 。

4． 結論

　以上み て きた こ とか ら次の こ とが い える 。

　（1）少子 化を背景 とす る きょ うだい 数の 減少 に よ っ て 、 幼児期 か ら 、 親 、

　　　きょ うだい な ど家族 との 遊 び よ りも家族以 外の 人 との 遊 びが 多い 。

　（2）遊 び仲 間の 人数 に つ い て は 、 発 達心 理 学的にみ て 、 幼児期 に は 3人位

　　　が 自然 な形 と され て い るが 、 集 団保 育 を経験す る 者が 増えて くる と 、

　　　5〜 10人位で の 遊 びが強 く印象に残る可能性 もある 。

　（3）近年巷間で い わ れ て い る こ とに 反 して 、 本学心 理 こ ど も学科の 学生 の

　　　幼少期 の 遊 び場 と して は屋 外が多い が、 その 具体的 な場 と して は 、 自

　　　然空 間よ りも人工 的空 間で ある 公 園が 多い
。 また 、屋 外 と屋 内の 中間

　　　 に位置す る 「軒下 」 を遊 び 場 と して きた者 もか な りい る こ とは、 昔 に

　　　変わ らぬ 子 ど に と っ て の 本 質的 な安心の 遊 び場所 を教 えて くれて い

　 　　 る 。

　 （4）遊 び の 種類 に つ い て は、 単に 表面 的 に数の 上 か らだ け判断する こ とは

　　　差 し控えなければ な らな い が 、 5領域 とい う観点で 整 理 した結果 か ら

　　　 は 、 「人 間関係」にか か わ る もの が最 も多く、 次い で 「健康」に か か わ る

　　　 もの が 多い 。 また 、 こ の 領域 で の 遊 びで は道具が使用 され る こ とが 多

　 　 　 い
。

一 105 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

ま さし く、 フ レ ーベ ル が唱導した よ うに 、 子 どもの 内に備わ っ て い る

活動衝動 を外面 に 表す に は 、遊 具 が必 要で ある こ とが わ か る 。

5． お わ りに

た また ま、不 思 議 な ご縁 で 本学 心理 こ ど も学科 、 延 べ 224名 の 女子学生 の

皆 さん の 、 幼少期 （約10数年以 前）の 遊 び体験 の ア ン ケ ー トへ の 回答 を得 る

機会 を与 え られ た こ とに 心か ら感謝い た します 。

そ して 、 本学 を卒 業 され て 後 、 保育 の 道 を志す方々 が幼い 子 ら と共に遊 び

を楽 しみ 、
い きい きと活躍 して い か れ ます こ とをお祈 りします 。
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